
「小樽市自殺対策計画」に基づく取組状況と評価   

（令和3年度、令和4年度（見込み））          

  １．基 本 施 策  
  
（１）  地域おけるネットワークの強化 

主な取組 年度 令和３年度、令和４年度（見込み）実施状況と評価 

小樽市自殺対策協議会

の開催 

（ 保健所健康増進課 ） 

R3 

自殺を地域全体の課題として取り組み、包括的な自殺対策を推進してい

くため、保健、医療、福祉、教育、労働等で構成する協議会を開催。新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から書面開催とした。 

R4 

令和６年度から開始される健康増進・自殺対策計画立案に向け、令和４年

度から両計画合同の協議会を立ち上げ令和５年２月下旬に開催予定。 

令和３年度に実施した市民対象の健康づくりアンケ―トの結果報告と 

課題を共有し、次期計画の方向性について協議予定。 

小樽市自殺対策（庁内）

推進会議の開催 

（ 保健所健康増進課 ） 

R3 

全庁的に横断的な自殺対策を推進していくため、庁内組織で構成される

推進会議を開催。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から書面開

催とした。 

R4 

令和６年度から開始される健康増進・自殺対策計画立案に向け、令和４年

度から両計画合同の庁内推進会議を立ち上げ、令和５年１月３１日に 

会議を開催。庁内各部署が行っている自殺予防の取り組み状況について

情報共有するとともに、次期計画の方向性について協議予定。 

相談援助技術専門研修

会の実施 

（ 保健所健康増進課 ） 

R3 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から研修会は中止とした。 

R4 

新型コロナウイルス患者の入院病床を有する市内５医療機関と市内有床

医療機関の職員と保健所職員を対象に、令和５年１月１１日にハイブリ

ット形式で研修会を開催。講師に手稲渓仁会病院 精神看護専門看護師 

相澤 加奈氏を招き、「新型コロナウイルス感染症対応に従事する私たち

の心のケア」と題して職場におけるメンタルケアの講演を実施。５機関 

３８人参加。 
    
（２）  自殺対策を支える人材の育成 

主な取組 年度 令和３年度、令和４年度（見込み）実施状況と評価 

ゲートキーパー養成講座

の開催 

（ 保健所健康増進課 ） 

R3 
新型コロナウイルス感染症対応による業務過多と、感染拡大防止の観点

から健康教育の実施は中止とした。 

R4 

悩みの相談を受ける機会が多い１機関（市役所生活支援課２２名）に、ゲ

ートキーパー養成講座を実施した。感染対策に配慮しながら、令和５年度

は講座の依頼を受けて職員が出向いて実施すると共に、悩みの相談を受

ける機会が多い支援者に対する講座の開催を検討する。 
    
（３）  啓発と周知 

主な取組 年度 令和３年度、令和４年度（見込み）実施状況と評価 

相談機関一覧の作成・配

布 

（ 保健所健康増進課 ） 

R3 
自殺の相談を受ける可能性がある機関に、保健所で作成している相談窓

口一覧を１,０４５枚、自殺予防啓発ポスター４００枚配布。 

R4 

保健所で作成している相談窓口一覧に子どもの相談窓口を追加し、自殺

予防週間・自殺対策強化月間、各種イベント・事業で配布。自殺予防啓発

ポスターを４１４枚、相談機関一覧を２,６３７枚配布予定。 

介護予防サポーターフォローアップ講座（５回１０７人）と、食生活改善

推進員の養成講座等（２回２３人）で自殺予防の講話と相談機関一覧を配

布予定。追加配布を希望する団体もあり、印刷物を通しての啓発に一定の

資料７ 



需要があると考え、来年度も実施予定。 

広報誌等を活用した啓発

活動（ 保健所健康増進課 ） 

広報誌等を活用した啓発

活動 

（ 保健所健康増進課 ） 

R3 
３月の自殺対策強化月間に広報おたる（令和４年３月号）に自殺予防の 

記事を掲載。また、ラジオ放送で自殺予防について啓発を行った。 

R4 

令和５年３月の自殺対策強化月間に広報おたる（令和５年３月号）で自殺

予防と相談窓口の掲載、ラジオ放送で啓発予定。また、市役所渡り廊下で

自殺予防と相談窓口の周知を目的にパネル展示を開催予定。例年自殺者

が多いと言われている３月にあらゆる機会を通じて啓発活動を行う。 

働く女性を対象とした啓発として、乳幼児健診全受診者と市内保育所に

登園する全家庭に配布されるお便り（２,９１７枚配布）にうつ病のサイ

ンと相談窓口の記事を掲載し、啓発を行った。   
 

（４）生きることの促進要因への支援 

主な取組 年度 令和３年度、令和４年度（見込み）実施状況と評価 

精神保健福祉相談事業 

（こころの健康相談） 
（ 保健所健康増進課 ） 

R3 
心の健康に関する本人や家族等からの相談に対応。 

対応件数：５３０件（電話相談４３４件、来所相談４６件、訪問５０件）。 

R4 

令和４年１２月末時点での相談件数３２６件（電話相談２７１件、来所相

談２９件、訪問２６件）。ほぼ例年通りの件数で推移。こころの相談の背

景に経済問題、家族・健康問題等、複数の課題が潜在している場合が多く、

関係機関と連携しながら引き続き相談対応を行っていく。 

精神障がい者デイケア

事業 
（ 保健所健康増進課 ） 

令和元年度で保健所におけるデイケア事業は終了。 

子育て支援センターの

開設 
（ こども未来部子育て支援課 ） 

R3 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から一部の事業は中止とした

が、自由参加の事業から定員制や事前申込制などの開催方法に変更し、育児

相談や子育て中の親子に対し保護者同士の交流促進の場を提供した。 

（実施回数４４４回、延べ利用組数１，９３３組） 

R4 

感染対策を講じながら、子育て中の親子に対し、育児相談、情報提供、保護者

同士の交流促進の場を提供した。 

（実施回数５５７回、延べ利用組数２，３３０組） 

認知症カフェの開催を

支援 
（ 福祉保険部福祉総合相談室 ） 

R3 

認知症カフェを開催する５団体から補助金の交付申請があったが、新型コロ

ナウイルス感染症流行の影響で３団体のみ開催。 

（実施回数９回、延参加者数４０６人） 

R4 
認知症カフェを開催する４団体から補助金の交付申請があり、４団体の開催。

（実施回数２２回、延参加者数８９０人） 
  
 

（５）児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育 

主な取組 年度 令和３年度、令和４年度（見込み）実施状況と評価 

いじめ防止キャン 

ペーン 
（ 教育部学校教育支援室 ） 

R3 

令和３年１１月１日（月）～１２月３１日（金）「心あったか つながりか

ら はじめよう」をテーマに、啓発資料の配付やオンデマンドによる動画配

信、ｗｅｂ会議システムを活用したいじめ防止サミット等を計画的に実施

し、いじめ防止対策の推進を図った。 

R4 

令和４年１１月１日（火）～１２月３１日（土）「寄り添おう 気持ちから

行動へ」をテーマに、啓発資料の配付やオンデマンドによる動画配信、いじ

め防止標語の表彰、ｗｅｂ会議システムを活用したいじめ防止サミット等

を計画的に実施し、いじめ防止対策の推進を図った。 

スクールカウンセラーの

配置 
R3 

市内全小中学校にスクールカウンセラーを派遣し、児童生徒や保護者、教職

員に対してカウンセリングを行い、必要に応じて緊急派遣を行うなど、カウ



（ 教育部学校教育支援室 ） ンセリングの充実を図った。 

R4 

市内全小中学校にスクールカウンセラーを派遣し、児童生徒や保護者、教職

員に対してカウンセリングを行い、必要に応じて緊急派遣を行うなど、カウ

ンセリングの充実を図った。 

小・中学校、高等学校での

健康教育     
（ 保健所健康増進課 ） 

R3 
新型コロナウイルス感染症対応による業務過多と、感染拡大防止の観点

から健康教育の実施は中止とした。 

R4 

中学校１校でストレスとこころの健康、ＳＯＳを出す相談窓口に関する

健康教育を実施。長引く新型コロナウイルス感染症流行による子どもた

ちの心の健康が危惧されており、来年度は自殺予防・心の健康の観点か

らのＳＯＳ教育について教育機関への周知と実施のあり方について関

係機関と協議し対応したい。 
 
 

 ２．重 点 施 策  
  
（１） 高齢者対策 

主な取組 年度 令和３年度、令和４年度（見込み）実施状況と評価 

介護予防サポーター養成

講座 
（ 福祉保険部福祉総合相談室 ） 

R3 

高齢者の健康づくり・介護予防の取組を推進するため介護予防サポーター

養成講座を開催。（７回、実人数１７人、延人数１１０人） 

・介護予防サポーターフォローアップ講座を開催。 

（５回、延人数６２人） 

・高齢者の通いの場である地域版介護予防教室の開催。 

（２３教室、４１８回、延人数６,４６１人） 

R4 

・高齢者の健康づくり・介護予防の取組を推進するため介護予防サポーター

養成講座を開催。 

（７回、実人数１１人、延人数６８人） 

・介護予防サポーターフォローアップ講座を開催。 

（６回、延人数１２４人） 

・高齢者の通いの場である地域版介護予防教室の開催。 

（２４教室、４１８回、延人数６,５７０人） 

地域住民グループ支援 

事業 
（ 福祉保険部福祉総合相談室 ） 

R3 
地域住民等による自主グループが行う介護予防に資する事業に対し、助成

金を交付（２３団体） 

R4 
地域住民等による自主グループが行う介護予防に資する事業に対し、助成

金を交付（２３団体） 

地域包括支援センター 

運営事業 
（ 福祉保険部福祉総合相談室 ） 

R3 

地域包括支援センターにおいて、総合相談支援業務などを実施し、各種福祉

サービスの調整や家族の相談に対応。 

（対応件数３,４６４件） 

R4 

地域包括支援センターにおいて、総合相談支援業務などを実施し、各種福祉

サービスの調整や家族の相談に対応。 

（対応件数２,４１３件）       
（２）生活困窮者対策 

主な取組 年度 令和３年度、令和４年度（見込み）実施状況と評価 

生活困窮者自立支援事業 

（自立相談支援事業） 
（ 福祉保険部福祉総合相談室 ） 

R3 

相談を受けて、相談支援員や就労支援員が相談者にどのような支援が必

要であるかを一緒に考え、寄り添いながら自立に向けた支援を実施。新

型コロナウイルス感染症流行の影響で、相談件数が例年と比較し著しく

増加した。（新規相談件数４７６件） 

R4 実施状況は前年同様。（Ｒ４.１２月末時点：新規相談件数１３８件） 

生活困窮者自立支援事業 

（就労準備支援事業） 
R3 

就労経験がない方やひきこもりの方などで、すぐに就職が難しい方に対

して、生活改善や社会生活への参加に向けた基礎能力を養いながら就労



（ 福祉保険部福祉総合相談室 ） に向けた支援を行った。延べ実施回数６７６回 

R4 実施状況は前年同様。（Ｒ４.１２月末時点：のべ実施回数４８６回）   
 

（３）勤務・経営対策 

主な取組 年度 令和３年度、令和４年度（見込み）実施状況と評価 

各種相談業務 

（ 生活環境部生活安全課 ） 

R3 
市民からの法律や心配事等の相談に対し、弁護士、調停経験者等が解決に向け

て対応。相談件数「弁護士相談」２７０件、「身の上相談」１３件。 

R4 
市民からの相談に対し、弁護士、調停経験者等が解決に向けて対応。相談件数

「弁護士相談」１８１件、「身の上相談」８件（令和４年１２月時点）。 

心の健康づくりについ

ての健康教育の実施  

（ 保健所健康増進課 ） 

R3 
新型コロナウイルス感染症対応による業務過多と、感染拡大防止の観点か

ら健康教育の実施は中止とした。 

R4 
心の健康と相談窓口の啓発についての健康教育を１件実施。市内の感染状

況を見極めながら、健康教育の周知・実施を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小樽市自殺対策計画の最終評価                         
 

１ 計画の数値目標の達成状況 

（１）自殺死亡率 

小樽市自殺対策計画では、平成31年から令和3年の本市の自殺死亡率を15.3以下とすることを目指してお   

りました。また、国の目標としては、令和8 年までに（人口 10 万人当たりの自殺者数）を平成 27 年の18.5

と比べて、30％以上減少の13.0以下とすることが目標とされています。 

   本市の自殺率は、下記のとおり、3年平均でみると小樽市自殺対策計画の目標値を達成しております。しか  

し、自殺率は年によって増減しており、3年平均でみると13.4でした。 

  平成31年 令和2年 令和3年 平均 

小樽市自殺死亡率 13.7 15.7 10.7 13.4 

出典：自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル」（2022） 

 

（２）精神保健領域の課題の評価について 

   平成31年3月小樽市自殺対策計画立案時、精神保健領域の課題として揚げた下記表の①から④の項目を本   

計画における評価指標として設定し、全ての項目で現状値より減少することを目標としました。下記のとおり 

4項目中1項目が減少、3項目が増加し目標達成には至らなかったものの、現状値と最終評価値を比較し、い 

ずれの項目も大きな数値の変化は見られませんでした。 

 

 

２ 全体評価と今後の課題 

・本市の 3 年平均自殺率は、小樽市自殺対策計画の目標値を達成していましたが、国の目標値である 13.0 以下

（令和8年）は達成していない状況です。現在の取り組みを継続するとともに、引き続き情報収集・分析を行

い、得られた結果を随時対策に反映させていく必要があります。 

・自殺対策は、こころの問題だけでなく、身体の健康と密接に関係しており、保健、医療、福祉、教育、職域そ  

の他の関係団体と有機的に連携し推進される必要がある。次期計画からは、小樽市健康増進計画と小樽市自殺 

対策計画を統合し、新たな自殺総合対策大綱の重点施策として、子ども・若者、女性に対する対策の推進が新  

たに位置づけられており、本市においても示された視点を加えた計画としていく必要があります。 

・現行の計画では、自殺率とアンケートの精神保健の4項目を評価指標として設定していましたが、次期計画に 

評価指標

（現状値）
平成28年度実施

「第2次健康おたる
21」

中間評価アンケート

目標値

（最終評価値）
令和３年度実施

「第2次健康おたる21」
最終評価アンケート

最終結果

①睡眠による休養を十分にと
れていない人の割合

18.7% 20.8% 2.1％増加

②ストレスや悩みについて相
談していない人の割合

48.7% 47.3% 1.4％減少

③直近1か月後に不満、悩
み、ストレスが「大いにあ
る」「多少ある」とする人の
割合

63.3% 67.7% 4.4％増加

④「ストレスの対処法がな
い」とする人の割合

27.8% 29.4% 1.6％増加

①から④
いずれも現状
値より減少



おいては、自殺総合対策大綱や健康日本 21（第 3 次）の指針との統合性を図りながら、評価指標を設定して

いきます。 

 

 


